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はできるナごけ小さくなるよう努めた。   

不連続部の地小連続璧ほ，埋設物のl榔則は通常のクラ  

ムシェルパケット，埋設物の下部1．5m以卜は注文製作  

した特殊掘削機等を使川して掘削し，鉄筋かご連込み，  

コンクリート打設して前後のエレメントと一体となるよ  

う施工した。   

構内の掘削によってあらわれた埋設物周囲の地山は直  

ちに鋼材を用いて1二留した。  
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富通常の掘削後．掘削鰍こ特殊清けを封   
付りで埋設物のトー詔；を斜め掘削する  

富埋設物の下部1．511卜を特殊職制機を   

朋いて掘削寸る  
柚幌市地下鉄東豊線「高速電車札幌新道駅構整■l：事」  

に伴う地下連続壁l二事において，横断する埋設物のため  

に連続壁が不連続となる部分が9筒所あった。従来の対  

応としては背面に鋼矢板を打ち込んで埋設物を防護し，  

地山の安定を計るために薬液注入を施工して掘削の進行  

とともに不連続部の地山に対して土留をしているのが現  

状である。これに対し当工事では掘削作業のⅠ二程＿1二有利  

であり，止水性があるため埋設物に対して安全であると  

いう利点から，埋設物の下部を地下連続壁として施工し  

た。  

華特殊i貪勘よ鉄枇で加ILたもので．パケソト【ニ   
ボルトで取付‖るゥ  

Fig．1掘削要領図  

1．地下連続壁概要   

壁  厚：800mm  壁延長：620m  

掘削深度：26．5～36．5m  壁面積：15900m2  

不連続部：9箇所  

Tablel不連続部一覧表  

不 連 続 部  

No．  埋 設 物   
土被  

幅  探さ（連壁  
（G．L．【－rn）  

（m）  天端m）   

下水管 ¢700   4．6   2．04   4．0   

2  下水管 ¢1，350   4．7   3．15   4．8   

3  下水1号人孔  3．00   5．0   

4  下水管 卵00   3．4   3．48   3．0   

5  下水管 卵00   4．0   2，05   3．5   

6  下水管 卵00   3．6   2．38   3．1   

7  下水管 ¢300   3．2   1．40   2．0   

8  下水管 ¢300   2．7   0．80   1．5   

9  F水管¢1，350   4．0   2．60   4．0   

Photol不連続部土留  

3．埋設物下部の地下連続壁   

1）掘削   

標準的な順序として，埋設物の両側はクラムシェルパ  

ケットを用いて通常の掘削を行う。埋設物の下部はバケ  

ットに特殊治具を取付け，傾斜させて掘削する。さらに  

残った部分を特殊掘削機でかき落し，最後にバケットで  

底ざらいする。   

樟殊掘削機はクレーンで拭った状態で使用し，油圧ホ  

ースで配管された操作盤を地ヒで操作する方式である。   

2．施工概要  

不連続部の連続壁施工作業に先行して埋設物の防護の  

ため，その周囲に薬液注入を施Lした。埋設物の位置は  

地上からボーリンク1莱査等により確認し，不連続吾【iの幅  

＊札幌（支）札幌新道（出）所長  
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L質はGL－20mまではⅣ植0～5の粘土シルトと  

砂の＃層であり，GL－20m以卜は〃値50以卜の砂礫嘲  

である。  

継手はロッキングパイル方式として，トレミ管をセッ  

トしてコンクリートを打設する。  

断面1－1  

断面2－2  

Photo3 鉄筋かご建込  

4．まとめ  

不連続部の幅が1m以内のときは特殊泊具を使用し  

ただけで埋設物の下部を掘削することができた。特殊掘  

削機の使f削二は手元クレーンが必要であり，不連続部の  

施工には相応の時間を要したが，主掘削棟はその間に他  

のエレメントの施工に回る等して連続壁工事の全体工程  

に及ぼす影響はほとんどなかった。イく連続部の中には連  

続壁の隅角部を埋設物が斜め横断する施工上難しい筒所  

もあったが，工事区間300mの両側山留壁長620mは埋  

設物の周囲（埋設物下方は連続している）を除いて連続  

壁により閉鎖することができた。   

軋 紙面の都合により十分な説明ができなかったが詳  

細については筆者まで直接問い合せ願いたい。  

Fig・2 不連続部形状図（No．5）  

Photo2 特殊掘削機  

2）鉄筋かご連込，コンクリート打設   

鉄筋かごは埋設物の両側に建込み，それを埋設物の卜  

部に水平移動できるように，あらかじめ分割して組立て  

■● る。埋設物下部における鉄筋かごと鉄筋かごのあきは60  

Cm以内とした。また，鉄筋かごには不連続部のt二留用の  

H－400×400×13×21を連込み時に取付けた。  
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